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１、はじめに
本研究は、小・中学校の美術教師、大学で美術教育を研究する教員らが、「コンピテンシ （ー能
力観）」についてどのように考えているのか、美術の授業で養われる「能力（コンピテンシー）」に
ついてどのようなものが必要なのか、日本の美術教育者と外国の美術教育者とのとらえ方の違い
について surveyを実施し、それらを分析をもとに「感性」について考察したものである。
OECD（Organisation for Economic Co-operation and Development経済協力開発機構）による、
義務教育終了時の生徒の知識・技能を修得しているかを測る目的で行われた PISA（the Program
for International Student Assessment）調査をうけ、日本においても理数的な教育リテラシーの
重視にあてられてきた。PISA調査は万能な計測ではなく OECDは、DeSeCo（デセコ： Defini-
tion & Selection on Competenciesの略）を設置した１）。DeSeCoの活動は「うまくいく生活とよ
く機能する社会に貢献するコンピテンシー」に的を絞ったが、それだけでは充分でなく曖昧な部
分も多く問題が残っている。著者は、これまでに PISA調査で測れない、人間の発達や社会での
営みをカバーするキーコンピテンシーの概念を、学校教育の中で美術教育の果たせる役割は、ど
のようなものがあるのか、美術教育の存在意義にまで及ぶと思われるコンピテンシーを、様々な
角度より模索し研究を行ってきた２）。
２、先行研究
文部科学省の新指導要領が２００８年３月に提出された。新指導要領には、「感性を働かせて」と
いう表現が見られるようになり、美術の領域で「感性」が日の目をみるようになったといえよう。
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しかしながら、「感性」には、明確な定義もなく、「群盲、象をなでる」のごとく、感性のとら
え方には個人差がある。美術教育における感性について、愛知教育大学のふじえみつるは研究を
進め、最近の研究では、美術におけるコンピテンシーの問題に美術教育における能力観から分析
を加えている３）。
また、DeSeCoの定義４）などあいまいな部分がおおく、アメリカの諸スタンダードなど参考に
した質問の項目を作成し、InSEA（国際美術教育学会）大阪大会５）において、国内外の美術教師
・美術教育研究者を中心にアンケートなどから「感性とコンピテンシー」について Surveyを行
うにいたったのである。質問事項を作成する上で、参考にしたのが、以下の２つの研究での質問
項目である。第一は、ふじえを中心とした、オハイオ州立大学のエフランド、徳雅美氏を研究協
力者として行った、日米比較を通した学力研究６）での調査項目であり、第二は、ゲッティ教育研
究所が作成した基準準拠のカリキュラム開発ガイドとしての「能力分野」（”Scope and Sequences
Coded to the National Standards”）である７）。
３、Survey の実施
Surveyは、２００８年８月５日から、２００８年８月１０日に開催された InSEA（国際美術教育学会）
大阪大会の期間中に行った。被験者は、InSEA（国際美術教育学会）大阪大会に参加された日本
人１８名と海外（外国人）９名であった。職種は、日本人の美術教師、大学・短大で美術教育を教
える研究者および、海外から参加された外国人の美術教師、大学・短大で美術教育を教える研究
者であった。アンケートでは、１２項目の質問に対して必要性の程度をａ（あまり必要ない）から、
ｂ（どちらでもない）、ｃ（かなり必要）、ｄ（絶対必要）の４段階で該当するものにチェックを
いれてもらった。
１２の質問は、１．美術製作の技能を高める ２．美や感受性の自覚を高める ３．視覚文化への
自覚を高める ４．創造性を高める ５．美術（作品・制作）との出会い ６．美術製作における
材料・技法 ７．美術における批評能力を高める ８．美術作品の解釈 ９．美術作品に関する歴
史的・文化的な理解 １０．美術における様式・影響関係と主題 １１．自国の美術と外国の美術の
理解 １２．空間での問題解決能力を高める、である。
また、記述式の問いで、「２．上の質問以外で、学校の造形美術の学習で獲得するべき「能力
（コンピテンシー）」に関して、あなたの考えを述べてください。」という質問も用意した。
結果を研究参加者全体から分析してみたものが表１である。各項目ごとのパーセンテージで示
した。表２は、１２項目を、棒グラフにしたものである。系列１はａ（あまり必要ない）、系列２
はｂ（どちらでもない）、系列３はｃ（かなり必要）、系列４は、ｄ（絶対必要）である。
福井大学教育地域科学部紀要 Ⅵ（芸術・体育学 美術編），２０，２００８２
４、分析結果
 全体の分析
表１に示したように、結果から美術の授業で養われる「能力（コンピテンシー）」で、全体（日
本人、海外）では、質問１．美術製作の技能を高める」をみるとｃ（かなり必要）５５．５％、ｄ（絶
対必要）２５．９％をあわせると８１．４％が必要としているを選んでいた。以下、ｃ（かなり必要）と、
ｄ（絶対必要）の合計をしめしていきたい。
質問２．美や感受性の自覚を高める、ではｃ、５１．９％、ｄ、４０．７％をあわせると９２．６％と９割
以上が必要としているを選んでいたことになる。質問３．視覚文化への自覚を高める、をみると
ｃ（かなり必要）５９．３％、ｄ（絶対必要）２９．６％をあわせると８５．９％が必要としているを選んで
必要の程度
コンピテンシーの種類
ａ
（あまり必要ない）
ｂ
（どちらでもない）
ｃ
（かなり必要）
ｄ
（絶対必要）
１．美術制作の技能を高める ３．７％ １４．８％ ５５．５％ ２５．９％
２．美や感受性の自覚を高める ０％ ７．４％ ５１．９％ ４０．７％
３．視覚文化への自覚を高める ０％ １１．１％ ５９．３％ ２９．６％
４．創造性を高める ０％ ０％ ４８．１％ ５１．９％
５．美術（作品・制作）との出会い ０％ ７．４％ ３３．３％ ５９．３％
６．美術製作における材料・技法 ０％ １８．５％ ５１．９％ ２９．６％
７．美術における批評能力を高める ３．７％ ２５．９％ ４０．７％ ２９．６％
８．美術作品の解釈 ３．７％ ２９．６％ ４４．４％ ２２．２％
９．美術作品に関する歴史的・文化的な理解 ３．７％ ７．４％ ５９．３％ ２９．６％
１０．美術における様式・影響関係と主題 １１．１％ １８．５％ ５９．３％ １１．１％
１１．自国の美術と外国の美術の理解 ７．４％ ３．７％ ６６．６％ ２２．２％
１２．空間での問題解決能力を高める ０％ １４．８％ ６２．９％ ２２．２％
表１．美術で養われるコンピテンシーの必要程度（全体）ｎ＝２７人
図１．美術で養われるコンピテンシーの必要程度（全体）ｎ＝２７人
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いた。質問４．創造性を高める、ではａ（あまり必要ない）、ｂ（どちらでもない）が０％で、
ｃ（かなり必要）４８．１％、ｄ（絶対必要）５１．９％をあわせると１００％が必要としているを選んで
いた。質問５．美術（作品・制作）との出会い、では、ｃ（かなり必要）３３．３％、ｄ（絶対必要）
５９．３％をあわせると９２．６％が必要としているを選んでいた。質問６．美術製作における材料・技
法、をみるとｃ（かなり必要）５１．９％、ｄ（絶対必要）２９．６％をあわせると８１．５％が必要として
いるを選んでいた。質問７．美術における批評能力を高める、ではｃ（かなり必要）４０．７％、ｄ
（絶対必要）２９．６％をあわせると７０．３％が必要としているを選んでいた。質問８．美術作品の解
釈、をみるとｃ（かなり必要）４４．４％、ｄ（絶対必要）２２．２％をあわせると６６．６％が必要として
いるを選んでいた。質問９．美術作品に関する歴史的・文化的な理解、をみるとｃ（かなり必要）
５９．３％、ｄ（絶対必要）２９．６％をあわせると８８．９％が必要としているを選んでいた。質問１０．美
術における様式・影響関係と主題、では、ｃ（かなり必要）５９．３％、ｄ（絶対必要）１１．１％をあ
わせると７０．４％が必要としているを選んでいた。質問１１．自国の美術と外国の美術の理解、をみ
るとｃ（かなり必要）６６．６％、ｄ（絶対必要）２２．２％をあわせると８８．８％が必要としているを選
んでいた。質問１２．空間での問題解決能力を高める、では、ｃ（かなり必要）６２．９％、ｄ（絶対
必要）２２．２をあわせると８５．１％が必要としているを選んでいた。質問７．質問８．質問１０．の３項
目が、他と比べ、ａ（あまり必要ない）、ｂ（どちらでもない）が多少多かった。
 日本人と海外（外国人）の分析結果
表３は、日本人と海外（外国人）の分析結果を示してものである。表４は、日本人の結果、１２
項目を、棒グラフにしたものである。質問１．美術製作の技能を高める、をみるとｃ（かなり必
要）６１．１％、ｄ（絶対必要）１６．６％をあわせると７７．７％が必要としているを選んでいた。以下、
ｃ（かなり必要）と、ｄ（絶対必要）の合計をしめしていきたい。
質問２．美や感受性の自覚を高める、ではｃ、ｄをあわせると９４．４％が必要としているを選び、
９割以上が必要としているを選んでいたことになる。質問３．視覚文化への自覚を高める、では
ｃ、ｄをあわせると８３．２％が必要としているを選んでいた。質問４．創造性を高める、をみると、
ａ（あまり必要ない）、ｂ（どちらでもない）が０％で、ｃ、ｄをあわせると１００％が必要として
いるを選んでいた。質問５．美術（作品・制作）との出会い、では、ｃ、ｄをあわせると９４．４％
が必要としているを選んでいた。質問６．美術製作における材料・技法、ではｃ、ｄをあわせる
と７７．７％が必要としているを選んでいた。質問７．美術における批評能力を高める、ではｃ、ｄ
をあわせると６１．０％が必要としているを選んでいた。質問８．美術作品の解釈、ではｃ、ｄをあ
わせると６１．１％が必要としているを選んでいた。質問９．美術作品に関する歴史的・文化的な理
解、ではｃ、ｄをあわせると８３．３％が必要としているを選んでいた。質問１０．美術における様式
・影響関係と主題、ではｃ、ｄをあわせると６１．１％が必要としているを選んでいた。質問１１．自
国の美術と外国の美術の理解、ではｃ、ｄをあわせると８３．２％が必要としているを選んでいた。
福井大学教育地域科学部紀要 Ⅵ（芸術・体育学 美術編），２０，２００８４
質問１２．空間での問題解決能力を高める、ではｃ、ｄをあわせると７７．７％が必要としているを選
んでいた。
次に海外（外国人）の結果から、ｃ（かなり必要）と、ｄ（絶対必要）の合計をしめしていき
たい。表５は、海外（外国人）の調査結果１２項目を、棒グラフにしたものである。質問１．では
ｃ、ｄをあわせると８８．８％が必要としているを選んでいたことになる。質問２．美や感受性の自
覚を高める、ではｃ、ｄをあわせると８８．８％が必要としているを選び、質問３．視覚文化への自覚
を高める、をみると、ａ（あまり必要ない）、ｂ（どちらでもない）が０％で、ｃ、ｄをあわせる
と１００％が必要としているを選んでいた。質問４．創造性を高める、をみるをみるとａ（あまり必
要ない）、ｂ（どちらでもない）が０％で、ｃ、ｄをあわせると１００％が必要としているを選んで
いた。質問５．美術（作品・制作）との出会い、では、ｃ、ｄをあわせると９４．４％が必要として
いるを選んでいた。質問６．美術製作における材料・技法、ではｃ、ｄをあわせると８８．８％が必
要としているを選んでいた。質問７．美術における批評能力を高める、ではｃ、ｄをあわせると
８８．８％が必要としているを選んでいた。質問８．美術作品の解釈、ではｃ、ｄをあわせると７７．７
％が必要としているを選んでいた。質問９．美術作品に関する歴史的・文化的な理解、では、ａ
（あまり必要ない）、ｂ（どちらでもない）が０％で、ｃ、ｄをあわせると１００％が必要としてい
るを選んでいた。質問１０．美術における様式・影響関係と主題、ではｃ、ｄをあわせると８８．８％
が必要としているを選んでいた。質問１１．自国の美術と外国の美術の理解、では、ａ（あまり必
要ない）、ｂ（どちらでもない）が０％で、ｃ、ｄをあわせると１００％が必要としているを選んで
いた。質問１２．空間での問題解決能力を高める、では、ａ（あまり必要ない）、ｂ（どちらでもな
い）が０％で、ｃ、ｄをあわせると１００％が必要としているを選んでいた。
必要の程度 ａ（あまり必要ない） ｂ（どちらでもない） ｃ（かなり必要） ｄ（絶対必要）
国別
コンピテンシーの種類
日本 外国 日本 外国 日本 外国 日本 外国
１．美術製作の技能を高める ５．５％ ０％ １６．６％ １１．１％ ６１．１％ ４４．４％ １６．６％ ４４．４％
２．美や感受性の自覚を高める ０％ ０％ ５．５％ １１．１％ ６１．１％ ３３．３％ ３３．３％ ５５．５％
３．視覚文化への自覚を高める ０％ ０％ １６．６％ ０％ ６６．６％ ４４．４％ １６．６％ ５５．５％
４．創造性を高める ０％ ０％ ０％ ０％ ５５．５％ ３３．３％ ４４．４％ ６６．６％
５．美術（作品・制作）との出会い ０％ ０％ ５．５％ １１．１％ ５０．０％ ０％ ４４．４％ ８８．８％
６．美術製作における材料・技法 ０％ ０％ ２２．２％ １１．１％ ５５．５％ ４４．４％ ２２．２％ ４４．４％
７．美術における批評能力を高
める ５．５％ ０％ ３３．３％ １１．１％ ４４．４％ ３３．３％ １６．６％ ５５．５％
８．美術作品の解釈 ５．５％ ０％ ３３．３％ ２２．２％ ５０．０％ ３３．３％ １１．１％ ４４．４％
９．美術作品に関する歴史的・
文化的な理解 ５．５％ ０％ １１．１％ ０％ ６１．１％ ５５．５％ ２２．２％ ４４．４％
１０．美術における様式・影響関
係と主題 １６．６％ ０％ ２２．２％ １１．１％ ６１．１％ ５５．５％ ０％ ３３．３％
１１．自国の美術と外国の美術の
理解 １１．１％ ０％ ５．５％ ０％ ７７．７％ ４４．４％ ５．５％ ６６．６％
１２．空間での問題解決能力を高
める ０％ ０％ ２２．２％ ０％ ６６．６％ ５５．５％ １１．１％ ４４．４％
表２．美術で養われるコンピテンシーの必要程度（日本・海外）ｎ＝２７人
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図２．美術で養われるコンピテンシーの必要程度（日本） ｎ＝１８人
図３．美術で養われるコンピテンシーの必要程度 （海外） ｎ＝９人
福井大学教育地域科学部紀要 Ⅵ（芸術・体育学 美術編），２０，２００８６
５．アンケート結果に対する考察
日本人と海外（外国人）の分析結果を比べると、質問４．創造性を高める、の項目において、
１００％が必要としているを選んでいた。海外（外国人）の結果では、質問３．質問．４．質問１１．質
問１２．において１００％が必要としているを選んでいた。
海外（外国人）の結果をみわたすと、これらの１２項目を必要とするが多いのに比べ、日本人で
は、質問１０．美術における様式・影響関係と主題、でａ（あまり必要ない）が１６．６％と、質問１１．
自国の美術と外国の美術の理解、でａ（あまり必要ない）が１１．１％が目立っていた。この２項目
をあまり必要ないとした日本人の個別の調査資料をみてみることにした。二名は、２１歳から３０歳
の女性で、一名は、大学院生であり、もう一名は、６１歳から７０歳の大学教員であった。
この調査では、必要性の程度をａ（あまり必要ない）から、ｄ（絶対必要）まで４段階で答え
てもらったが、「２．上の（１２項目の）質問以外で、学校の造形美術の学習で獲得するべき「能
力（コンピテンシー）」に関して、あなたの考えを述べてください。」という質問も用意した。量を
問う質問に対して、質を問う質問である。
日本人では、質問１０．美術における様式・影響関係と主題と、質問１１．自国の美術と外国の美術
の理解、で、この２項目をあまり必要ないとした日本人の２１歳から３０歳の女性の大学院生は、「美
術との出会いと興味、楽しみが生まれれば、技能、専門的な知識は自分で探求していけるのでは
ないか」と答えており、学校で学ぶというよりも、自分で探求するものという考えであるので、
あまり必要ないとしたのであった。もう一名の、６１歳から７０歳の大学教員は、この問いに答えて
いないので理由は不明である。
大学で教員養成にたずさわる現場経験の豊富な女性の教員は「美による直感力を大切にする学
習が昨今ともに重要な事と考えられる。直感力をつける造形美術のあり方に、日々指導側として
研究を重ねてみたいと思う」と述べている。小学校教師で大学院生という３０代の女性は、「作品
のできばえに、こだわらず、生徒の内にある能力をのばしていきたい」という。３１歳から４０歳の
女性の大学教員は、「意欲・好奇心・ものに対する興味をもつこと、そのようなことに心を動か
された自分を認識する力が、造形美術の学習で身につくとよいと思います」と述べている。「美
術館とは何をしているところなのか、どのような利用方法があるのかといった美術館に関する教
育が必要ではないかと思います」と答えたのは、学部学生で、コンピテンシーを少し理解してい
ないようすであった。「人間理解」と答えたのは、５０歳代の男性の大学教授である。「モチベー
ションを継続させる力を育む」と答えたのは、４０歳代の女性の大学教員である。
「美術教育をコンピテンシーを軸として考察することに理解できない部分がある」と疑問を投
げかけたのは４０歳代の男性の専門学校の教員である。「造形的な知識（造形要素）、漫画表現の
理解、イメージ・リテラシーの能力」と答えたのは、２０歳代の博士課程の女性である。「教員養
成系の大学のため、子どもの心理的、身体的発達に関する知識や、それらを自分なりに捉えてい
く能力育成が欠かせないと思う」と答えたのは、２０歳代の大学の非常勤の女性教員である。
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海外（外国人）では、「芸術的体験をもっと、楽しみを増やすために」と述べたのは、４０代の
女性の大学教員である。「問題解決の能力を養うのが美術教育の目的の一つであると思う。問題
に出会って、それを解決する創造的思考が必要と思う」と答えたのは、３０歳代の男性の韓国の大
学教授である。「最も重要なことは、生徒が彼ら自身のアイデンティティを理解することと、他
者とのの違いを理解すること」というのは、２０代の女性の大学教員であった。国籍は不明である。
「生徒がよきアーティストとなること、どのようにアートを楽しめるかを学ぶこと。また彼らは
美術教育を通じてわれわれの社会がどのようにアートを評価しているのかを学ぶこと」と答えた
のは、３０歳代の米国人の博士課程の女性である。
アンケート結果から、いくつかの傾向を見出したいと考え、傾向を分類してみようとしたが残
念ながら傾向らしきものは見出すのは困難であった。
６．おわりに
調査結果を簡潔にまとめてみたいと思う。美術の授業で養われる「能力（コンピテンシー）」で、
全体（日本人、及び外国人）では、ｃ（かなり必要）、ｄ（絶対必要）をあわせると８割以上９
割近く、１２項目を必要としているを選んでいた。海外（外国人）では、ｃ（かなり必要）、ｄ（絶
対必要）をあわせると９割近くが、１２項目を必要としているを選んでいた。日本人の方がｃ（か
なり必要）、ｄ（絶対必要）をあわせると８割程度で海外（外国人）よりも多少低かった。
最後の問い、「上の（１２項目の）質問以外で、学校の造形美術の学習で獲得するべき能力（コ
ンピテンシー）に関して、あなたの考えを述べてください。」という質問の回答からみられるよ
うに、日本人は制作を重視している傾向があるのか、質問１０．美術における様式・影響関係と主
題と、質問１１．自国の美術と外国の美術の理解、のように、文化理解という側面では、海外（外
国人）の方が必要としているを多く選んでいた。サンプリングの問題は、全２７名であったことで、
調査人数がもう少し多くなる方が望ましいであろう。
コンピテンシーについて本研究では調査したが、多くの部分で感性と重なる部分も多く、２００８
年６月に提出された、文部科学省の新指導要領には、「感性をもちいて」という表現が見られる
ようになり、感性を能力（コンピテンシー）とどのように関連づけるかなど今後の問題となろう。
著者は、「芸術的思考におけるシンボル・システム理論とアフォーダンス理論からの『感性』の
解釈と考察－イメージスキーマからみたメタファー概念とプロジェクト・ゼロの美術教育におけ
る視座」８）という研究を行ったが、感性は、文化や、経験によっても大きな個人差がみられ、最
も代表的な例としても遠近法の理解についてネルソン・グッドマンの考える、奥行きをシンボル
・システムとして読みとくには学習が必要であるとし、アフォーダンス理論のギブソンと見解が
分かち合っている。著者の考える、感性とは、人類の歴史の中で育まれた「美」のシンボル・
システムを理解する感覚および知性人間の歴史の中で作り出された「芸術」のシンボル・シス
テムの読み書きができる感覚および知性メタファー思考・メタファーの使用を「芸術的」に用
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いたり、理解する感覚および知性感じた「美」や「芸術的」なものを、言語的・視覚的な形式
で表現すること、等と考えているが、今後、感性についても更なる調査を行い、コンピテンシー
との関係も明確にしていきたい。
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